
第２章
俳句の鑑賞

ここでは俳句を詠むための鑑賞方を学びます。
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第２章
～俳句の鑑賞～

第２章では、俳句を鑑賞するためのポイントを説明
してゆきます。



この三つのポイントを中心に説明してゆきます。

俳句鑑賞とは

「起こり」 「歴史」 「展開」
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第２章
～俳句の鑑賞～
No２ 俳句の歴史

俳句は江戸時代前期に松尾芭蕉に
よって文学として高められ全国に広めら
れたと言われています。



俳句の歴史とは？

俳句は江戸時代前期に松尾芭蕉が大成
したとされています。
芭蕉は全国に門下として弟子を設け彼ら
を訪ねる旅しています。紀行文としての
「奥の細道」は芭蕉代表作とされています。

門下とは、蕉門と言われる芭蕉の俳句に集まる弟子達のことで、その流派を蕉
風と呼んだ。談林風と呼ばれる西山宗因、さらに坂登り歌人でもある松永貞徳
ひきいる貞門風などに続き、江戸時代の俳諧の祖とされている。
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例句

荒海や佐渡によこたふ天河 （芭蕉）・秋

句の解釈

季語は「天河」秋。

波の音も高い北の荒海、彼方を眺めると佐渡の島が横たわり、天空には銀河が七夕の夜

にふさわしく帯となって輝いている。天河は「銀河」「銀漢」と言われ七夕伝説を想わせる。

江戸時代前期に旅の俳人「翁・おきな」と呼ばれた松尾芭蕉が「奥
の細道」越後路の抄で詠んだ句です。名句として知られています。



それでは次回は～俳句の鑑賞No３「展開」～
です。お楽しみに！
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